
令和５年度第１回広島県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

運営協議会開催概要 

 

１ 開催日時 令和５年７月１８日（火）１３時３０分～１５時３０分 

２ 開催場所 広島職業能力開発促進センター本館３階大教室 

３ 主な議題 

（１）令和４年度業務実績について 

（２）令和５年度業務計画及び進捗状況について 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。各委員か

らの主な意見等は以下のとおり。 

 

 

（離職者訓練について） 

・ポリテクセンターで作成している離職者訓練受講者の求職情報は関係各所

に配り人材確保に活用している。今後も人材育成に期待している。 

 

・幅広い求職者への説明の機会を増やすため、説明会の頻度を増やすことや、

ハローワークの待合スペースのデジタルポスター等を活用することを検討

いただきたい。 

 

・わかりやすい広報として、職を探す側からの視点の工夫が必要と考える。Ｈ

Ｐの作り方が重要で、ポリテクセンター（の業務内容）を知っている方には

わかるかもしれないが、知らない人にはわかりにくいし、専門的過ぎて入り

こめないと感じるのではないか。 

 

・ＨＰの利用者の声が充実してきているが、読み込めばメリットが分かるが、

情報が多すぎて欲しい情報が埋もれているように感じる。 

 

・入所月については就職に結びつく時期を見極めることが必要である。 

 

・短時間訓練コースは、子育てや介護をしている方が通いやすい時間設定がさ

れているが、介護をしている方に向けて訓練開始時間をさらに遅くすること

ができないか検討いただきたい。 

 

・女性の受講促進について、短時間訓練コースは５県しか実施していないとの

ことなので、成功事例を作っていけるよう引き続き取り組んでいただきたい。 



 

・就職氷河期世代への支援では、就職率が重視されるが就職率に現れない部分

の支援も必要であると考える。 

 

（在職者訓練について） 

・令和４年度の電気関係の実績が令和３年度より増えている。引き続き電気関

係のコースの実施をお願いしたい。 

 

（高度技能者養成訓練について） 

 ・ポリテクカレッジの心理カウンセラーを置く取組は評価できる。精神的課題

を抱えた方へのサポートとして重要である。 
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（順不同、敬称略） 


